
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

サンショウは北海道から九州、朝鮮半島、中国

に分布し、平野の雑木林から低山帯の林内に生え、

人家にも昔から栽培されています。サンショウと

は和名を山椒と書き、「椒」は小さくて辛い実を表

し、「山にある小さな辛い実」として山椒と名付け

られたそうです。高さ 3m 程度の落葉低木でよく

枝分かれし、枝には５～10mm ほどの刺があり、

若枝は淡緑色で細毛があります。小葉は５～８対、

卵状長楕円形で鈍鋸歯縁、葉軸に翼はありません。

花は黄緑色で、４～5 月に枝の先に小さな円錐花

序につきます。雌雄異株。雄花の雄しべは５～6

個で花糸の長さは 3mm 程度になります。雌花は

1mm の花柱と柱頭があり子房には柄があります。

果実は夏は緑色で完熟すると赤褐色となりしわが

多く、熟期は 9 月で、実が割れると中に黒色の種

子がありま

す。日向でも日陰でもよく育ち、土質を選びませ

ん。移植も容易で春先に行うとよいでしょう。 

サンショウは別名ハジカミともいわれ、このハジ

カミは「ハジカミラ」の略で、ハジははぜる実、カ

ミラはニラの古名です。サンショウの実がはじける

様子を、辛い味がニラに似ていることからこの名前

がついたとされています。古来から日本の代表的な

香辛料や薬用として、若葉、果実、種子、果皮、樹

皮のすべてを利用しています。若葉は通称「木の

芽」といい、香料に用いられます。また、花は花サンショウといい、果実は、未熟果（青

サンショウ）、熟果（実サンショウ）ともに漬物や佃煮の香料に用いられます。熟果を粉

末にして粉サンショウとしたり、果皮を七味唐辛子の香料に用いるほか、樹皮を乾燥させ

て汁物の吸い口にしたり、種子の油を香料や薬用にするなどその利用範囲は非常に大きい

です。さらに、サンショウの幹は堅いので、その木でつくったすりこぎは最高級品として

昔から使用されています。 

サンショウはミカン科なのでアゲハチョウやカラスアゲハなどの食草となります。成虫

が飛来し卵を産み付け、幼虫が好んで食すため、短期間で食害され葉がなくなってしまい

ます。気を付けましょう。 

ミカン科 サンショウ属 サンショウ（山 椒） 

参考文献：「園芸植物大事典」小学館、「原色牧野植物大図鑑」北隆館、 

「原色牧野和漢薬草大図鑑」北隆館、「北海道樹木図鑑」亜璃西社 ほか 
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サンショウの雄花 



A ボタンは幹や枝の途中で切っても新芽は出てきませ

ん。ボタンは今年花の咲いた枝の腋芽が翌年伸びて枝と

なり、その先端に花芽を付けます。 

7 月中旬から 8 月になると今年花の咲いた枝の葉腋に

腋芽が確認できるので、その枝の下部の２～３の腋芽を

残してそれより上部の腋芽をかきとることで翌年、残し

た腋芽から伸びた枝の先端に花芽を付けます。こうする

ことで樹高をある程度抑えることができます。 

前年枝以下のところに脇枝があれば、その上で切り戻

すとさらに低くすることができます。 

  
 
 

 

       

 

ここに記載した以外の作業も沢山ありますので 

ご不明な点は緑の相談までお気軽にお問合せください。 

園芸 Q＆A 

Q ボタンの樹高が年々高くなり、花の位置も高くなってしまいました。樹高を低くする方法はあり

ませんか？ 

緑の相談受付 10:00～12:00 13:00～16:00 

☆豊平公園   811-9370 月曜以外毎日 （月祝日の場合は、翌平日が休み） 

☆百合が原公園 772-3511   毎週 木、日 

☆平岡樹芸センター 883-2891   毎週 水、土 

 落葉後、残した芽の上で茎を切り戻し、冬囲いをします。 

※花が終わったら種子をつける前に花がらの切り取りも忘れずに行いましょう。 

８月の園芸作業 

この芽(上部)を 

かき取る 

この芽 

(下部)は 

残す 

上旬 中旬 下旬

整枝・剪定

除袋

戸外管理の直射日光に注意(50～60％遮光)。

高温期の施肥・潅水に注意。普通鉢のシクラメン植替えは下旬から。

鉢全体の重さを確認し、たっぷり潅水。

置肥による施肥は月1回が目安。液肥は10日に1回。

カイガラムシなどの病害虫防除。施肥・潅水は高温時には控える。

カネノナルキの施肥・潅水を控えると花芽ができる。開花させない場合は通常通り。室
内
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施肥・潅水

病害虫防除

遮光

整枝・増殖

作 業 時 期
作業内容

イチイのカイガラムシ、ナガチャコガネ幼虫の駆除。

ツツジ、シャクナゲ、その他花木類の病害虫防除。

屋
外
園
芸 ラッキョウ植付け(8月中旬～9月上旬)､イチゴ植付け(8月下旬)、ハナミョウガ収穫。

リンゴ、ナシ、モモ、ウメ、プルーン、プラムなど。

中旬までにハクサイの定植。果菜類の整枝、誘引、摘芯、病害虫防除。

野
菜

ホウレンソウ、コマツナ、カラシナ、秋ダイコン(8/10～15適期)等の播種。

花
壇

草花類の花がら摘み、切り戻し、追肥。

病害虫防除庭
木

ハダニ、コナジラミ、カイガラムシなど(早期の発見、処理が大事)。

遮光

冬生育型は休眠期なので、施肥・潅水を極力控える。

病害虫防除・管理

イチイ、マツ類、カエデ類の整枝剪定(枝透かし)、生垣の刈り込み。

芯止め剪定・芽かき

植替え・株分け カトレア類の新芽が出たら植替え・株分け､花後のコチョウランの植替えは下旬から。

日常管理

病害虫防除

置き場所に注意し、葉焼けを防ぐ。

切り戻しによる整枝。取り木、挿し木による増殖。

徒長枝の整理

根菜・葉菜類の播種

植付け・収穫

切り戻し・追肥

花
木

フジの芯止め。ボタンは上旬までに芽かきをして伸長を抑制する。

病害虫防除

果
樹

立枯れ病(ブラウンパッチ)発生予防のため、殺菌剤の散布。

ハナショウブ株分け・植付け(上旬)、コルチカム等夏植え球根植付け(中～下旬)。

モモ(完熟の10～15日前)の収穫期に合わせた除袋。リンゴ、ナシは9月。

定植、摘芯、病害虫防除

刈込み。降雨の少ない時は散水。

株分け・植付け

芝
生



 



    

イベント情報（8・9 月） 


